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新緑の風を切り、笑顔とともに駆け抜ける！新緑の風を切り、笑顔とともに駆け抜ける！

◎  ◎  写真特集  春季大運動会  春季大運動会
◎６月１日から７日までは第68回「水道週間です」◎６月１日から７日までは第68回「水道週間です」
◎公共下水道・農業集落排水へ接続しましょう◎公共下水道・農業集落排水へ接続しましょう



広報広報

2８．６．１

写真特集 春季春季大大運動会運動会
　５月16日㈯、棚倉小学校、社川小学校、近津小学校で春季運動会が行われまし
た。さわやかな晴天に恵まれる中、児童たちはこれまでの練習の成果を披露し、元気
いっぱい競技に取り組みました。
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　第68回水道週間のスローガンは「たいせつな　水道守ろう　未来へと」です。日常
生活に欠かせない水道について理解と関心を深めるため、町ではこの期間に関係機関と連携
して広報活動などを行います。
　棚倉町の水道は、西郷村にある堀川ダムから1日3,000トンの水を受水しており、一部の
地域を除いて、町の井戸水とブレンドしたものを皆さんのご家庭へお届けしています。

水は限りある資源です。大切にしましょう。

　水道の蛇口を全部閉め、メーター器の銀
色のパイロット（内側の円盤状の部分）が
回っていれば、漏水の疑いがあります。

　漏水を発見したときは、速やかに町指定の
給水装置工事事業者に修理をご依頼ください。
修理に伴う費用は個人負担となります。
　なお、漏水による水道料の減免等もありま
すので、ご相談ください。

■お問い合わせ　上下水道課　上水道係　☎33-2119

〇放射性物質モニタリング結果について（令和８年４月20日時点）
　浄化された水の検査を３カ月に１回実施しており、これまでに放射性物質は検出されて
いません。

〇漏水の早期発見・早期修理を！
　漏水をした場合の水道料金や水道管などの修理費用は、使用者の個人負担となります。
漏水を早期発見するため、日頃から点検を心がけ、月に１度は水道メーターを確認しま
しょう。

６月１日から７日までは、第68回「水道週間」です

漏水の確認方法

漏水を
修理するには

　雨が降っていないのにいつも水たまりがあるなど、気になる場所
があれば上下水道課へご連絡ください。

こんな時は
ご連絡を

藤田建設工業㈱　☎33－2281
松本電化設備㈱　☎33－8080
水谷工業㈱棚倉営業所　☎33－2308
㈱　田　村　組　☎33－5714
フジ住設工業　☎33－4018
㈱キコー棚倉営業所　☎33－7111

町内指定給水装置工事事業者（町外にも指定店がありますので、ご用の際はお問い合わせください。）
㈱カンスイ棚倉支店　☎33－3315
㈱　藤　田　組　☎33－3244
㈲藤田水道工業　☎33－2149
㈲ 大 野 商 店　☎33－2504
㈲パルクリエイト　☎33－6236
金 澤 風 呂 店　☎33－2828

㈱ コ バ ヤ シ　☎33－6661
森 本 建 設 ㈱　☎33－4535
㈱金沢総合設備　☎33－5126
白坂水道工業所　☎33－4561
緑川建材工業㈱　☎33－6525
光　　建　　設　☎33－2439

〇開・停栓届出のお願い
　引越しや家屋の新築、建て替え、取り壊し、アパート等の清掃などによる
水道使用の開始・停止をするときは、上下水道課へ届出をしてください。
　棚倉町スマート申請システムからも申請できますので、ぜひご利用ください。 ▲棚倉町スマート

申請システム
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　公共下水道や農業集落排水を利用できる地域にお住まいで、まだ接続していない方（汲み取り便
槽や浄化槽を使用されている方）は、下水道法により接続義務がありますので、速やかな接続をお
願いします。

　「合併処理浄化槽」とは、トイレの排水だけではなく、台所や風呂などの生活雑排水も併せて処
理する浄化槽です。町では、生活排水による久慈川などの公共水域の水質汚濁を防止するため、合
併処理浄化槽を設置する方に設置費用の一部を補助金として交付しています。
　単独処理浄化槽は、トイレの排水のみを処理する浄化槽で、生活排水は未処理のまま家庭から排
出されるため、公共水域の水質汚濁の原因となっています。また、汲み取り便槽も、悪臭や害虫が
発生し、環境問題の原因となります。単独処理浄化槽や汲み取り便槽を利用している方は、水環境
保全のために合併処理浄化槽への切り替え設置をお願いします。

※転換は、それぞれ撤去費、配管工事費を含む上限額

※補助金は、令和８年度の予算の範囲内で交付となりますので、
　希望される方は水道業者へ相談の上、お早めに申請してください。

 対象地域　公 共 下 水 道 …… 「棚倉地区、流地区」の一部
　　　　　 農業集落排水 …… 「逆川、上台、福井、天王内、金沢内」の一部

 対象地域　公共下水道および農業集落排水のいずれの区域にも属さない地域

 補助金額

公共下水道・農業集落排水へ接続しましょう

合併処理浄化槽を設置される方に補助金を交付しています

　新規に接続した方へ、町から１
件あたり３万円の補助金を交付し
ます。さらに、接続工事の施工業
者が棚倉町水道工事事業者組合加
入店の場合、２万円分の商品券が
組合から交付されます。

下水道と浄化槽の比較
補助金があります

■お問い合わせ　上下水道課　下水道係　☎33-2119

区分
人槽 転換（単独浄化槽） 転換（汲み取り便槽） 新築（更地建替含む）

５人槽 492,000円 477,000円 166,000円

７人槽 574,000円 559,000円 207,000円

10人槽 708,000円 693,000円 274,000円

下　　水　　道 浄　　化　　槽

費　　用 年間 約17,000円
（基本使用料のみ）

年間 約70,000円
（保守点検など）

工 事 費 約30～50万円 約80～100万円
（５人槽）

耐用年数 約50年 約20～30年
管　　理 町 個人
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■お問い合わせ・お申し込み
　保健福祉センター
　☎33－7801　FAX33－7820
（健康福祉課　健康づくり係・高齢者係）

女性を対象としたがん検診がん検診を行います 完全予約制

 実 施 場 所　保健福祉センター
 予約開始日時　６月８日㈪　午前８時30分～
 対 　 象 　 者　子宮頸がん検診：20歳以上で昨年度受診していない方
 　　　　　　　骨粗しょう症検診：今年度40・45・50・55・60・65・70歳になる方
 　　　　　　　乳がん検診：30歳以上で昨年度受診していない方

①棚倉町けんしん予約サイト（インターネット予約）で予約する。（24時間受付）
②電話（☎33-7801）、保健福祉センター窓口で予約する。（午前８時30分～午後５時受付）
　※予約方法の詳細につきましては、町ホームページをご覧ください。
　※予約されていない方は受診できませんので、ご注意ください。

 日 　 程 　 表

 予 約 方 法

※30代の乳がん検診は9月18日㈮のみの実施となります。

※がん検診無料クーポン対象者、70歳以上の方、令和7年度町県民税非課税世帯の方、生活保護世帯
の方の受診料金は無料です。

検　診　名 実施日 受　付　時　間 受診料金 実　施　内　容

子 宮 頸 が ん ・
骨粗しょう症検診

８月７日㈮ 午後１時30分～2時30分
500円

子宮頸がん検診：
子宮頸部の細胞診

８月28日㈮ 午前９時～11時
午後１時～２時30分

骨粗しょう症検診：
かかとの超音波測定

検　診　名 実施日 受付時間 受　診　料　金

レ デ ィ ー ス 検 診
※上記3つの
検診が同日に

受診可能

９月11日㈮ 午前９時～11時
午後１時～２時30分 ※上記各検診と同じ

検　診　名 実施日 受付時間 受診料金 実　施　内　容

乳 が ん 検 診
９月18日㈮

午前９時～11時
午後１時～２時

30代 1,000円 超音波検査
９月25日㈮ 40代 2,000円

マンモグラフィ
10月２日㈮ 50代以上 1,500円

▲けんしん予約サイト ▲町ホームページ

広報広報

6８．６．１



保健福祉センターだより

申請希望の方は事前に高齢者係（☎33－7801）までご相談ください。

　「最近、テレビの音が大きいと言われる」「会話を聞き返
すことが増えた」そんなことはありませんか？
　聞こえにくさをそのままにしておくと、人と話す機会や外
出が減り、心や体の元気が低下する「耳フレイル」になるこ
とがあります。
　「早めに耳鼻科に相談すること」「必要に応じて補聴器を
活用すること」が大切です。
　町では、対象となる方に補聴器購入費の助成を行っています。

 対象となる方
　町内に居住し、住所を有する65歳以上の方で、以下のすべての要件を満たす方。

・直近の町県民税非課税の方
・聴覚障害による身体障害者手帳の交付を受けていない方
・耳鼻咽喉科専門医から補聴器の必要性を認められ、医師の意見書を提出できる方
・町税等の滞納が無い方

 助 成 金 額
　補聴器購入にかかる費用に対し、30,000円を上限に助成します。

　周囲の方も話し方に配慮しましょう
　耳が聞こえづらい方と接する場合は、周囲の方の理解も大切です。
　できるだけ聞き取りやすい静かな環境で会話をしましょう。
　話し手は、正面から相手の顔を見て、はっきりとゆっくり、適度な音量で話す工夫が大切です。

「高齢者補聴器購入費補助金交付事業」ご案内

　県・県歯科医師会では「80歳で20本以上の歯を残そう」を生涯
の目標とする8020運動の一環として、現在十分機能している歯を
20本以上保持している80歳の方に認定証を交付しています。
　認定のための受診は無料ですので、最寄りの歯科医院にご相談
ください。

 対 象 者
昭和20年７月１日から昭和21年６月30日の間に生まれた令和８年６月30日時点で80歳で、
十分機能している自分の歯が20本以上ある方。
※認定者氏名について行政機関・報道機関へ公表されます。

 お問い合わせ
　詳細については県保健福祉部健康づくり推進課（☎ 024-521-7640）または、県歯科医師会 
　（☎ 024-523-3266）へお問い合わせください。

～歯っぴいライフ～歯っぴいライフ８８
はちまるにいまるはちまるにいまる

０２００２０の募集について～の募集について～

広報広報

7 ８．６．１

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

国
民
健
康
保
険
情
報

す
こ
や
か
さ
ん

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば



保健福祉センターだより
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　日本人が大切な歯を抜くことになってしまう原因の1位は「歯周病」です。歯周病は「サイレ
ント・ディジーズ（沈黙の病気）」とも呼ばれ、自覚症状がないまま進行してしまいます。気
づいたときにはすでに重症…というケースは少なくありません。歯周病予防には、細菌の塊で
ある歯垢をしっかり取り除くことが必須です。定期的に歯科医院を受診してクリーニングして
もらうとともに、自分のお口の状態にあったセルフケアの方法を学んで継続しましょう。

　町では、皆さんの大切な歯を守るため歯周病検診を実施します。
　歯周病は歯が抜け落ちるだけでなく、糖尿病や心筋梗塞の重症化・動脈硬化症など全身のさ
まざまな病気につながるリスクがあることがわかっています。歯周病の予防および早期発見・
早期治療のため、ぜひこの機会に受診しましょう。今年度対象とならない方も定期的に歯石の
除去をするなど心がけましょう。

 対 象 者　町内に住所を有し、今年度20歳、30歳、40歳、50歳、60歳、70歳になる方
 実施期間　令和８年６月～12月
 料　　金　無料
※対象の方には個別に通知をお送りしています。詳細については通知をご確認ください。

出典：日本歯科医師会

６月４日～10日は「歯と口の健康週間です」６月４日～10日は「歯と口の健康週間です」

歯垢を取り除くセルフケア3つのPOINT

歯と歯ぐきの
境目を重点的に！

ハブラシの毛先を歯と歯ぐきの
境目に45度の角度であて、
軽い力で小刻みに動かす。

❶ 細かい部分は
　ワンタフトブラシで！

奥歯の奥や歯並びが悪いところ
など、ハブラシが届きにくい
場所はワンタフトブラシが便利。

❷

歯と歯の間も
しっかりケア！

歯と歯の間も歯垢が残りやすい
ところ。ケアにはデンタルフロ
スや歯間ブラシの活用を！

❸
▲日本歯科医師会
気になる!

歯の情報誌コーナー

歯 周 病 検 診 を 受 け ま し ょ う

 実施日時　６月20日㈯　午前10時～午後４時
 実施場所　ヨークベニマル棚倉店

～皆さまのご協力をお願いします～
献血バスが来町します
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■ お問い合わせ
　 健康福祉課　医療年金係　☎33－2117
　（お手続きは③窓口まで）
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　高額療養費制度は、１カ月間（１日〜末日）に医療機関の窓口で支払った自己負担額が、所得など
に応じた一定の限度額を超えた場合、申請により、その超えた分が後から高額療養費として支給され
る制度です。
　町では、医療・調剤等を受けた月から２～３カ月後に、高額療養費に該当する方がいる世帯主宛て
に申請書類等のお知らせを送付しますので、届きましたら健康福祉課医療年金係（役場１階③窓口）
で申請をしてください。

■マイナ保険証の場合、手続きなしで限度額を超える支払いがありません
　マイナ保険証を利用すれば、保険適用される診療に対しては窓口での支払いが自己負担限度額ま
でとなります。
　なお、90日を超える入院の場合は別途「限度額適用認定証」の発行申請が必要です。

■「限度額適用認定証」を利用する場合に申請が必要な方
　国保の資格確認書を持っている（マイナ保険証の利用を設定していない）方で、
○70歳未満の方
○70歳以上75歳未満で町県民税非課税の方または課税所得が145万円～690万円未満の方
※課税所得が145万円未満の方および690万円以上の方は、「高齢受給者証」で所得区分が確認
できるため、限度額認定証は不要です。

■「限度額適用認定証」の有効期限
　限度額適用認定証の有効期限は、申請した月の初日から翌年度の７月末日です。有効期限が過ぎ
たら再度申請が必要です。

医療費が高額になったとき ～高額療養費制度～医療費が高額になったとき ～高額療養費制度～

　就職などで国保から職場の健康保険に切り替わった方は、これまで使用
していた国保の資格確認書等は使用できませんので、国保資格喪失の手続
きをお願いします。
　また、マイナ保険証を持っていても、自動的には切り替わらないので手
続きが必要となります。

【例】

➡

国保からのお願い

申請月 有効期限
令和８年６月 令和９年７月末日
令和８年８月 令和９年７月末日
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後
３
時

〇
場　
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

※
相
談
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
33
─
２
６
２
３

　
建
て
替
え
や
老
朽
化
な
ど
で
家
屋

を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、
税
務
課
に

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１

月
１
日
に
所
有
す
る
建
物
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
取
り
壊
し
て
も
届
出
が
な

い
と
、
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
た

ま
ま
と
な
り
ま
す
。

　
登
記
し
て
あ
る
家
屋
を
取
り
壊
し

た
場
合
は
、
法
務
局
に
て
滅
失
登
記

を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
住
居
を
取
り
壊
し
て
店
舗

や
駐
車
場
な
ど
に
す
る
場
合
は
、
土

地
の
固
定
資
産
税
が
増
額
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
固
定
資
産
係

　
☎
33
─
２
１
１
８

　
赤
館
公
園
は
、
赤
館
観
光
拠
点
施

設
整
備
工
事
の
た
め
、
工
事
期
間
中

は
休
園
と
な
り
、
公
園
内
に
立
ち
入

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
休
園
期
間

　
７
月
１
日
～
令
和
９
年
３
月
上
旬
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ

　
企
画
観
光
課　
歴
史
観
光
係

　
☎
33
─
２
１
１
２

　
町
で
は
、
役
場
庁
舎
を
は
じ
め
町

有
施
設
（
学
校
施
設
を
除
く
）
で
の

電
気
、
水
道
、
灯
油
な
ど
の
使
用
量

や
ご
み
排
出
量
の
削
減
、
適
正
な
公

用
車
の
使
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
一

環
と
し
て
、
通
年
で
ク
ー
ル
ビ
ズ
・

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
棚
倉
町
環
境
行
動
実

行
計
画
に
基
づ
き
、
公
用
車
の
燃
料

消
費
量
、
灯
油
・
重
油
、
電
気
使
用

量
な
ど
の
項
目
に
お
い
て
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
目
標
を
達
成
す
る
た

め
、
引
き
続
き
省
エ
ネ
・
省
資
源
に

取
り
組
み
、
環
境
に
配
慮
し
た
事
務

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
行
政
管
理
係

　
☎
33
─
２
１
１
１

　
町
立
図
書
館
の
図
書
室
は
、
書
庫

整
理
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
臨
時
休
館
日　
６
月
12
日
㈮

■
お
問
い
合
わ
せ

　
町
立
図
書
館

　
☎
33
─
４
３
４
２

お
知
ら
せ

　
ト
ー
ク
の
日

　
今
月
の
ト
ー
ク
の
日
は
、
６
月
19

日
㈮
で
す
。

　
行
政
区
や
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
皆

さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
思
い

を
町
長
と
気
軽
に
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　
出
張
ト
ー
ク

　
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
聴
き
す
る
た
め
、
行
政
区
、
自

治
会
、
町
内
で
活
動
す
る
団
体
・
グ

ル
ー
プ
が
主
催
す
る
総
会
や
イ
ベ
ン

ト
に
町
長
が
伺
い
ま
す
。

※
ト
ー
ク
の
日
・
出
張
ト
ー
ク
は
、

建
設
的
な
意
見
交
換
を
図
っ
て
い

く
も
の
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
企
画
観
光
課　
企
画
調
整
係

　
☎
33
─
２
１
１
２

町
長
と
気
軽
に
ト
ー
ク

今
月
の
納
税
・
納
入

エ
コ
オ
フ
ィ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

赤
館
公
園
休
園
の
お
し
ら
せ

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
に
は
届
け
出
を

町
立
図
書
館
の
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

６
月
の
心
配
ご
と
相
談
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インフォメーション
　
令
和
９
年
４
月
入
園
予
定
の
お
子
さ

ん
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
幼
稚
園

を
開
放
し
ま
す
。
幼
稚
園
で
の
お
子
さ

ん
の
生
活
の
様
子
や
雰
囲
気
を
事
前
に

把
握
す
る
た
め
の
良
い
機
会
で
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〇
開
催
日
お
よ
び
内
容

・
７
月
６
日
㈪

　
七
夕
飾
り
作
り
、
自
由
遊
び

・
12
月
４
日
㈮

　
自
由
遊
び
、
年
少
組
の
遊
戯
参
観

〇
時　
間

　
午
前
10
時
～
11
時

〇
場　
所

　
棚
倉
幼
稚
園
各
保
育
室

〇
そ
の
他

・
幼
稚
園
の
状
況
等
に
よ
り
、
内
容
は

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
幼
稚
園
の
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
。
近
隣
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

徒
歩
等
で
の
来
園
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
歯
科
口
腔
健
康
診
査
を
実
施
し

ま
す
。
歯
や
口
腔
の
機
能
が
低
下
す
る

と
、
今
ま
で
ど
お
り
の
食
事
や
会
話
が

で
き
な
く
な
る
な
ど
、
健
康
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。

　
健
診
費
用
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
受
診
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
対
象
者
の
方
に
は
案
内
状
兼

受
診
券
等
を
５
月
下
旬
に
送
付
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〇
対
象
者

・
前
年
度
に
75
歳
に
な
っ
た
方

（
昭
和
25
年
４
月
１
日
～
昭
和
26
年

３
月
31
日
生
ま
れ
）

・
前
年
度
に
80
歳
に
な
っ
た
方

（
昭
和
20
年
４
月
１
日
～
昭
和
21
年

３
月
31
日
生
ま
れ
）

※
長
期
入
院
者
や
施
設
入
所
者
は
対
象
外
で
す
。

〇
健
診
期
間

　
６
月
１
日
㈪
～
11
月
30
日
㈪

〇
健
診
内
容

　
問
診
、
口
腔
内
診
査
、
口
腔
機
能
検
査

〇
受
診
方
法

広
域
連
合
か
ら
送
付
す
る
、
実
施
医
療
機

関
一
覧
に
掲
載
し
て
い
る
歯
科
医
院
に
直

接
予
約
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
持
ち
物

　
受
診
券
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
（
資
格
確
認
書
）

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
歯
科
口
腔
健
診
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０
─
９
４
９
─
３
１
８

　
受
付
時
間
：
土
日
祝
日
を
除
く
平
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

〇
開
催
日
・
場
所

・
７
月
27
日
㈪
、
令
和
９
年
１
月
25
日
㈪

　
サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
白
河

　
（
白
河
市
久
田
野
城
内
34
番
地
）

・
10
月
５
日
㈪

　
白
河
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
白
河
市
北
中
川
原
３
１
３
番
地
）

〇
時　
　
間

　
午
後
１
時
～
４
時（
受
付
は
２
時
ま
で
）

〇
相
談
内
容

補
装
具（
義
肢
、装
具
、車
い
す
な
ど
）の

支
給
お
よ
び
修
理
の
相
談
、
判
定
な
ど

〇
主　
　
催

　
福
島
県
障
が
い
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

〇
そ
の
他

・
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。

・
日
時
お
よ
び
場
所
が
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
健
康
福
祉
課　
福
祉
係

　
☎
33
─
２
１
１
７

　
障
が
い
が
あ
る
方
の
重
度
化
・
高
齢

化
や
「
親
亡
き
後
」
を
見
据
え
て
、
地

域
で
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、

「
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
整
備
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
町
が
委
託
す
る
地
域
生
活
支
援
相
談

員
が
、
本
人
や
そ
の
ご
家
族
の
希
望
に

沿
っ
て
支
援
し
ま
す
。

〇
相
談
内
容

①
生
活
全
般
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
情
報
の
提
供
や
助
言
を
行
い

ま
す
。

②
介
護
者
の
事
故
や
病
気
な
ど
の
緊
急

時
に
地
域
の
事
業
所
と
連
携
し
て
受

け
入
れ
先
を
確
保
し
、
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
調
整
し
ま
す
。

③
障
が
い
の
あ
る
方
が
親
元
か
ら
の
自

立
や
病
院
・
入
所
施
設
か
ら
の
地
域

移
行
の
際
に
宿
泊
体
験
な
ど
の
機
会

を
提
供
し
ま
す
。

■
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ

　
東
白
川
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
☎
０
２
４
７
─
57
─
６
１
５
７

受
付
時
間
：
土
日
祝
日
を
除
く
平
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

※
緊
急
時
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

肢
体
不
自
由
者
巡
回
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

障
が
い
が
あ
る
方
を
総
合
的
に

支
援
し
ま
す

幼
稚
園
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
？

後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
康
診
査
受
診
の
お
知
ら
せ

11

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

国
民
健
康
保
険
情
報

す
こ
や
か
さ
ん

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば



インフォメーション
　
寝
具
類
の
衛
生
を
保
つ
た
め
に
、
洗

濯
お
よ
び
乾
燥
消
毒
の
サ
ー
ビ
ス
を
行

い
ま
す
。

〇
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
み
の
世
帯

②
身
体
障
が
い
者
等

※
た
だ
し
、
家
族
に
よ
り
衛
生
管
理
が

行
わ
れ
て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

〇
対
象
物

　
一
人
に
つ
き
、
寝
具
類
を
３
点
ま
で

※
羽
毛
布
団
・
羊
毛
布
団
は
、
そ
の
他

の
も
の
１
点
と
併
せ
て
２
点
ま
で
と

な
り
ま
す
。

※
替
え
布
団
が
無
い
方
に
つ
い
て
は
無

料
で
布
団
を
貸
し
出
し
ま
す
。

〇
実
施
日　
預
か
り
…
７
月
23
日
㈭

　
　
　
　
　
　
配　
達
…
７
月
30
日
㈭

〇
自
己
負
担　
経
費
の
３
割

〇
申
込
先　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

〇
申
込
期
限　
７
月
３
日
㈮

■
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課　
高
齢
者
係

　
☎
33
─
７
８
０
１

　
こ
の
調
査
は
、
全
国
の
事
業
所
を
対

象
に
経
済
状
態
を
把
握
し
、
今
後
の
経

済
対
策
な
ど
に
役
立
て
る
調
査
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
が
お
済
み
で

な
い
事
業
所
に
調
査
員
が
訪
問
し
、
調

査
票
の
配
布
と
回
収
を
し
ま
す
の
で
、

調
査
票
の
記
入
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
企
画
観
光
課　
情
報
デ
ジ
タ
ル
推
進
係

　
☎
33
─
２
１
１
２

　
物
価
高
の
影
響
を
強
く
受
け
る
子
育

て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
支
給
さ
れ
る
、

同
手
当
の
申
請
期
間
を
６
月
30
日
㈫

（
必
着
）
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

　
町
内
在
住
の
公
務
員
や
離
婚
し
た
方

な
ど
申
請
が
必
要
な
方
で
、
ま
だ
申
請

し
て
い
な
い
方
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
し
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課　
福
祉
係

　
☎
33
─
２
１
１
７

　
賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
退
職
な
ど
の

労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
困
り
ご

と
や
、
疑
問
に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

　
相
談
は
電
話
や
対
面
で
の
相
談
の
ほ

か
、
電
子
メ
ー
ル
で
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

〇
相
談
方
法

　
来　
所　
県
自
治
会
館
４
階

　
　
　
　
　
（
福
島
市
中
町
８
番
２
号
）

　
電　
話　
０
２
４
─
５
２
１
─
７
５
９
４

　
メ
ー
ル　
労
働
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
　
　
　
　
ジ
よ
り
受
付

〇
受
付
時
間

・
電
話
お
よ
び
来
所
に
よ
る
対
面　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

午
後
１
時
～
午
後
５
時

※
土
日
祝
日
を
除
く

・
メ
ー
ル　
随
時
受
付

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
２
４
─
５
２
１
─
７
５
９
４

寝
具
類
等
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て

令
和
８
年
度
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
の

申
請
期
限
を
延
長
し
ま
す

労
働
困
り
ご
と
相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ

インフォメーション

 

検索はこちらから

町
内
企
業
限
定
求
人
情
報

「
お
仕
事
検
索
サ
イ
ト
」

検索はこちらから

▲町ホームページ
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インフォメーション
　
気
温
や
湿
度
が
高
く
な
る
時
期
は
、

熱
中
症
の
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。
屋
外

だ
け
で
な
く
室
内
で
も
発
症
す
る
た
め
、

日
頃
か
ら
の
対
策
が
重
要
で
す
。
特
に

高
齢
者
や
子
ど
も
の
方
は
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

　
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
の
ど
が
渇
く
前
に
こ
ま
め
な
水
分
補

給
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
活
用
し
室
温

管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
暑
い
時
間
帯
の
外
出
や
運
動
は
控
え

ま
し
ょ
う
。

・
通
気
性
の
良
い
服
装
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

　
熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
人
を
見
か
け
た
ら

・
エ
ア
コ
ン
が
効
い
て
い
る
室
内
や
風

通
し
の
良
い
日
陰
な
ど
涼
し
い
場
所

へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

・
衣
服
を
ゆ
る
め
、
身
体
を
冷
や
し
ま

し
ょ
う
。
（
首
の
周
り
、
脇
の
下
、

脚
の
付
け
根
な
ど
）

・
少
し
ず
つ
経
口
補
水
液
を
補
給
し
ま

し
ょ
う
。

・
意
識
障
害
な
ど
重
い
症
状
が
あ
る
場

合
は
、
す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報
し
ま

し
ょ
う
。
も
し
救
急
要
請
に
迷
っ
た

場
合
は
、
＃
７
１
１
９
（
救
急
相
談

ダ
イ
や
ル
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
６
月
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
強
化
月

間
で
す
。
自
動
車
に
乗
っ
た
ら
、
後
部

座
席
を
含
む
全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
６
歳
未
満
の
子
ど
も
や
、
６

歳
以
上
で
あ
っ
て
も
、
体
格
等
の
事
情

に
よ
り
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
適
切
に
着

用
で
き
な
い
子
ど
も
に
は
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
使
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課　
防
災
安
全
係

　
☎
33
─
２
１
１
６

「
戦
争
へ
の
道
で
な
く

　
　
平
和
へ
の
道
を
広
げ
ま
し
ょ
う
」

〇
日　
時　
６
月
11
日
㈭
～
14
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
　
　
　
　
※
14
日
は
午
後
４
時
ま
で

〇
会　
場　
町
立
図
書
館

〇
入
場
料　
無
料

〇
内　
容

【
11
日
・
12
日
】

　
戦
争
体
験
者
の
お
話

【
13
日
】
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
平
和
コ
ン
サ
ー
ト　
佐
川
春
美
さ
ん

【
14
日
】
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
講
演
「
世
界
平
和
の
た
め
に

　
　
　
　
　
日
本
が
と
る
べ
き
道
は
」

〇
そ
の
他

過
去
の
戦
争
に
関
す
る
写
真
、
文
書

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

〇
主　
催

　
平
和
の
た
め
の
資
料
展
実
行
委
員
会

〇
後　
援

　
棚
倉
町
、
棚
倉
町
教
育
委
員
会

■
お
問
い
合
わ
せ

　
平
和
の
た
め
の
資
料
展
実
行
委
員
会

　
☎
33
─
４
４
２
２

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
消
防
署

　
☎
33
─
４
５
２
２

　
家
庭
内
で
発
生
す
る
火
災
の
中
に
は
、

コ
ン
セ
ン
ト
や
電
気
配
線
が
原
因
と
な

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
日
常
の
使
い
方

を
見
直
し
、
火
災
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。

　
日
頃
の
点
検
と
正
し
い
使
い
方
が
、

安
全
な
暮
ら
し
に
繋
が
り
ま
す
。

　
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
タ
コ
足
配
線
は
や
め
、
定
格
容
量
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

・
プ
ラ
グ
や
コ
ン
セ
ン
ト
は
定
期
的
に

清
掃
し
ま
し
ょ
う
。
（
ほ
こ
り
が
原

因
で
発
火
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

・
電
源
コ
ー
ド
の
傷
み
や
劣
化
が
な
い

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
使
用
し
て
い
な
い
電
気
製
品
の
プ
ラ

グ
は
抜
き
ま
し
ょ
う
。

　
焦
げ
臭
い
に
お
い
、
異
常
な
発
熱
な

ど
を
感
じ
た
場
合
は
、
す
ぐ
使
用
を
中

止
し
、
状
況
に
応
じ
て
１
１
９
番
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
消
防
署

　
☎
33
─
４
５
２
２

平
和
の
た
め
の
資
料
展
を

開
催
し
ま
す

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

コ
ン
セ
ン
ト
火
災
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱

▲環境省
熱中症警戒アラート

▲厚生労働省
熱中症予防について

棚
倉
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

４月の棚倉町の
交通事故
発生状況

発
生
件
数

1
件

死
者
数

0
人

傷
者
数

1
人

物
件
事
故

30
件

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
警
察
署　
地
域
交
通
課

　
☎
33
─
０
１
１
０

　
自
転
車
に
も
交
通
反
則
通
告
制

　
自
転
車
に
も
交
通
反
則
通
告
制

度
（
青
切
符
）
が
導
入
さ
れ
２
カ

度
（
青
切
符
）
が
導
入
さ
れ
２
カ

月
が
経
過
し
ま
し
た
。

月
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
自
転
車
は
手
軽
な
乗
り
物
で
す

　
自
転
車
は
手
軽
な
乗
り
物
で
す

が
、
乗
り
方
を
間
違
え
れ
ば
加
害

が
、
乗
り
方
を
間
違
え
れ
ば
加
害

者
に
も
な
り
得
ま
す
。

者
に
も
な
り
得
ま
す
。

　
自
転
車
に
乗
る
際
に
は
交
通
ル

　
自
転
車
に
乗
る
際
に
は
交
通
ル

ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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インフォメーションインフォメーション

　町では、町内在住の方を対象に、スマートフォン等から小児科医、産婦人科医、助産師へ無料
で相談できるサービスを開始しました。妊娠・出産、子育てに関するお悩みなど、専門家へ気軽
に相談できますので、ぜひご利用ください。
　なお、ご利用には「合言葉」が必要となりますので、こども未来課までお問い合わせください。

　「棚倉町防災情報メール」サービスへメールアドレスを登録すると、国からの気象情報・国民
保護情報のほかに、町からの災害時における避難指示や避難所開設などの防災情報が登録者に配
信されます。

①右の二次元コードを読み取り、件名・本文は入力せず、そのままメールを
　送信してください。
　（メールアドレス：bousai.tanagura-town＠raiden3.ktaiwork.jp）
②登録用仮メールが送信されます。メール内のURLへアクセスし、メールアド
　レスを登録してください。登録完了後、完了メールが届きます。

・登録したメールアドレスは、本メールの配信以外の用途には利用しません。
・本サービスの利用は無料ですが、通信費は利用者負担となります。
・本サービス内容は、予告なしに変更または削除する場合があります。
・システムメンテナンスおよびシステム異常により、サービスを停止する場合があります。
・配信されるメールへの返信はできません。

■お問い合わせ　こども未来課　子育て応援係　☎33-7887

■お問い合わせ　住民課　防災安全係　☎33-2116

小児科医・産婦人科医・助産師に無料で相談できます

棚倉町防災情報メールに
　　ぜひ、ご登録ください！

気象情報や
災害情報を

受け取れます！

▲防災情報メール
登録用メールアドレス

登録方法

そ の 他

広報広報
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インフォメーション
　
図
書
館
で
貸
し
出
し
を
し
て
い
た
一

昨
年
分
の
雑
誌
、
付
録
を
差
し
上
げ
ま

す
。

〇
日　
時　
６
月
21
日
㈰

　
１
回
目　
午
前
10
時
30
分

　
２
回
目　
午
後
２
時
30
分

〇
そ
の
他

お
１
人
様
２
冊
ま
で
。
付
録
は
１
点

ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
お
取
り
置
き
は
出
来
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
町
立
図
書
館　

　
☎
33
─
４
３
４
２

　
保
護
者
や
地
域
住
民
の
方
な
ど
を
対

象
に
、
文
部
科
学
省
の
検
定
を
経
た

小
・
中
・
高
等
学
校
用
教
科
書
の
展
示

会
を
開
催
し
ま
す
。

〇
会　
　
場　
町
立
図
書
館

〇
期　
　
間　
６
月
12
日
㈮
～
25
日
㈭
ま
で

　
　
　
　
　
　
※
月
曜
日
は
休
館

〇
展
示
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
７
時

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
島
県
教
育
庁
県
南
教
育
事
務
所

　
学
校
教
育
課

　
☎
０
２
４
８
─
23
─
１
６
６
７

古
い
雑
誌
を
配
布
し
ま
す

　
資
材
購
入
を
検
討
さ
れ
る
方
は
産
業

振
興
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
対
象
者

農
地
台
帳
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
農
地

を
所
有
し
、
農
作
物
を
作
付
け
し
て

い
る
方
で
町
税
の
滞
納
等
が
無
い
方

〇
補
助
対
象

「
電
気
柵
」
「
金
網
・
ト
タ
ン
」
等

の
購
入
経
費

〇
補
助
額

　
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内

　
※
上
限
２
万
円

〇
申
請
方
法

内
容
を
確
認
し
た
上
で
申
請
書
を
お

渡
し
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
課　
農
業
振
興
係

　
☎
33
─
２
１
１
３

令
和
８
年
度
教
科
書
展
示
会
の

お
知
ら
せ

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
防
止
の

た
め
の
資
材
購
入
補
助
に
つ
い
て

補
助
・
助
成

　町ではひとり親家庭の生活安定を支援するため、福島県が実施しているひとり親家庭の父母への
就業支援事業を利用する方に対し、資格取得などに係る受講費用を補助していますので、申請する
際は、事前にご相談ください。

　以下共通
〇対象者　①～③のすべての要件に該当する方
①県の「福島県高等職業訓練促進給付金等事業」または「福島県自立支援教育訓練給付金事業」の
支給決定を受けている方
②申請日時点で町に住民登録のあるひとり親家庭の父母で、現に20歳未満の子を養育している方
③受講終了後も町内で子育てを行う予定の方

■お問い合わせ　健康福祉課　福祉係　☎33-2117　福島県児童家庭課　☎024-521-7176

　ひとり親家庭の父母が、看護師や介護福
祉士などの資格取得のため、養成機関で６
カ月以上修業する場合、県では生活費（非
課税世帯10万円、課税世帯７万500円）を
支給する「福島県高等職業訓練促進給付金
等事業」を実施しています。町は、この制
度を利用する方に対し、さらに入学金や授
業料などの費用の一部を補助します。

棚倉町ひとり親家庭
高等職業訓練促進事業補助金

棚倉町ひとり親家庭
自立支援教育訓練事業補助金

　ひとり親家庭の父母が、大型自動車免許、
介護職員初任者研修や医療事務などの指定
されている教育訓練講座を受講した際に、
県では受講費用の60％を助成する「福島県
自立支援教育訓練給付金事業」を実施して
います。町は、この制度を利用する方に対
し、さらに受講費用の一部を補助します。

棚 倉 町 ひ と り 親 家 庭 生 活 安 定 支 援 事 業
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インフォメーションインフォメーション
　
難
聴
児
の
言
語
の
習
得
、
教
育
等
に

お
け
る
健
全
な
発
達
の
支
援
お
よ
び
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を
促
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
軽
度・

中
等
度
難
聴
児
の
保
護
者
に
対
し
て
、

補
聴
器
購
入
等
に
要
す
る
費
用
の
一
部

（
３
分
の
２
以
内
）
を
助
成
し
ま
す
。

　
な
お
、
交
付
要
件
等
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課　
福
祉
係

　
☎
33
─
２
１
１
７

　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
開
設
さ
れ
て
い

る
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
で
子
育
て
を
応
援
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
は
、
子
育
て
を
「
手
助
け
し
て
ほ

し
い
人
（
お
願
い
会
員
）
」
と
「
手
助

け
し
た
い
人
（
預
か
り
会
員
）
」
が
、

そ
れ
ぞ
れ
会
員
に
な
っ
て
、
子
ど
も
を

預
け
た
り
、
預
か
っ
た
り
す
る
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

　
現
在
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
預
か
り
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
、
お
子
さ

ん
の
好
き
な
方
な
ど
、
是
非
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

　
登
録
後
、
安
心
し
て
預
か
り
会
員
を

行
え
る
よ
う
に
研
修
会
な
ど
を
行
い
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

　
☎
57
─
５
３
１
０

　
町
で
は
、
介
護
保
険
に
関
し
広
く
町

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、

介
護
保
険
運
営
協
議
会
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

〇
募
集
人
数　
２
名

〇
応
募
資
格

　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方

①
町
内
に
住
所
を
有
し
、
高
齢
者
保
健

福
祉
施
策
に
関
心
の
あ
る
方

②
40
歳
以
上
の
方

③
年
間
を
通
じ
て
、
お
お
む
ね
３
回
程

度
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方
（
任
期

３
年
）

〇
応
募
期
限　
６
月
25
日
㈭
必
着

〇
応
募
方
法

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
用
紙
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　
健
康
福
祉
課　
高
齢
者
係

　
☎
33
─
７
８
０
１

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
の
補
聴
器

購
入
費
等
を
助
成
し
ま
す

地
域
を
支
え
る
子
育
て
を
応
援
し
ま
せ
ん
か

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

介
護
保
険
運
営
協
議
会
委
員
を

募
集
し
ま
す

募
　
　
　
集

○
募
集
住
宅

　
西
中
居
団
地

　
３
階　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸

　
（
平
成
３
年
建
築　
中
層
耐
火
３
階
建
）

　
棚
倉
字
西
中
居
22
番
地
３

　
愛
宕
平
団
地
（
２
号
棟
）

　
１
階　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸

　
４
階　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸

　
（
平
成
10
年
建
築　
中
層
耐
火
４
階
建
）

　
愛
宕
平
団
地
（
４
号
棟
）

　
２
階　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸

　
（
平
成
12
年
建
築　
中
層
耐
火
４
階
建
）

　
関
口
字
愛
宕
平
56
番
地
１

〇
申
込
期
限　
６
月
12
日
㈮

　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
ま
で【
期
日
厳
守
】

〇
入
居
の
時
期　
７
月
１
日
㈬

〇
そ
の
他

・
駐
車
場
各
１
台
分
有
り
ま
す
。

　
（
料
金
別
途
）

・
住
宅
の
家
賃
は
入
居
者
の
収
入
な
ど

に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

・
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
会
を

実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
整
備
課　
都
市
計
画
係

　
☎
33
─
２
１
１
４

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

▲町ホームページ

広報広報
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棚倉町チーム選手を募集しています！棚倉町チーム選手を募集しています！
■お問い合わせ・お申し込み  生涯学習課  スポーツ振興係（棚倉町総合体育館内）  ☎33-3160

第20回　市町村対抗福島県軟式野球大会

・令和８年７月１日時点で棚倉町に居住の方。
（高校生以下の出場は不可）
・町外在住でも棚倉中学校卒業者は、ふるさ
と選手として参加できます。

開 催 日

参加資格

９月５日㈯～

第13回　市町村対抗福島県ソフトボール大会

・令和８年７月１日時点で棚倉町に居住の方。
（高校生以下の出場は不可）
・町外在住でも棚倉中学校卒業者は、ふるさ
と選手として参加できます。

開 催 日

参加資格

10月３日㈯～

第38回　ふくしま駅伝（市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会）

・令和８年９月１日時点で棚倉町に居住の方。ただし、
学生・生徒は保護者が棚倉町に住んでいれば参加可。
・町外在住でも棚倉中学校卒業者は、ふるさと選手とし
て参加できます。

開 催 日

コ ー ス

参加資格

11月15日㈰
白河市総合運動公園～福島県庁（約95㎞）

第27回　市町村対抗ゴルフ大会

・棚倉町に居住の方で、県ゴルフ連盟加盟クラブ会員
または県連盟体協部会登録会員であること。
・予選会に参加可能であること。

　予選会を６月15日㈪に棚倉田舎倶楽部において開催します。その
他、参加条件や申し込み等の詳細については、右記の二次元コード
からご確認ください。問い合わせおよび申し込みについては、棚倉
田舎倶楽部（☎33-3191）でも取り扱っています。

開 催 日

会 　 場

参加資格

そ の 他

８月７日㈮
会津磐梯カントリークラブ

▲町ホームページ
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■
お
問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

　
☎
57
─
５
３
１
０

おはなしルーム
〇
日
時

　
７
月
３
日
㈮　
午
前
11
時
～

〇
対
象　
ど
な
た
で
も

〇
内
容

　
～
お
星
さ
ま
の
お
話
～

　
（
絵
本
・
紙
芝
居
な
ど
）

すくすくルーム
〇
日
時

　
７
月
14
日
㈫　
午
前
10
時
～

〇
対
象

　
未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

〇
内
容　

　
歯
み
が
き
で
き
る
か
な
！

　
（
工
作
）

〇
そ
の
他

　
28
日
㈫
は
プ
チ
す
く
す
く

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
情
報

７
月

棚
倉
棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　 

　
　
　
教
室
案
内

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室  

（
場
所：棚
倉
ア
ロ
ー
ボ
ウ
ル
）

６
月
11
日
㈭　
午
後
７
時
～

６
月
25
日
㈭　
午
後
２
時
～

 

健
康
吹
矢
教
室  
※

６
月
５
日
㈮・19
日
㈮　
午
前
10
時
～

 

卓
球
教
室  

※

６
月
13
日
㈯・27
日
㈯　
午
前
10
時
30
分
～

 

簡
単
ヨ
ガ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室  （
場
所：町
立
図
書
館
）

６
月
25
日
㈭　
午
後
７
時
30
分
～

 

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室  

※

６
月
２
日
㈫・16
日
㈫　
午
前
10
時
～

６
月
30
日
㈫　
午
後
２
時
～

 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室  

※

６
月
16
日
㈫・30
日
㈫　
午
後
７
時
～

 

ゴ
ル
フ
教
室  （
場
所：花
園
ゴ
ル
フ
練
習
場
）

６
月
２
日
㈫・23
日
㈫　
午
後
６
時
～

 

ボ
ッ
チ
ャ
教
室  

※

６
月
20
日
㈯　
午
前
10
時
～

 

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室  （
場
所：棚
倉
町
運
動
広
場
）

６
月
10
日
㈬・17
日
㈬・24
日
㈬

午
後
６
時
30
分
～　
雨
天
中
止

 

キ
ッ
ズ
教
室  

※

６
月
４
日
㈭・18
日
㈭　
午
後
６
時
30
分
～

 

レ
ク
ダ
ン
ス
教
室  （
場
所：町
立
図
書
館
）

６
月
19
日
㈮・26
日
㈮　
午
前
９
時
30
分
～

 

ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
教
室  

※

６
月
12
日
㈮　
午
後
２
時
～

※
場
所
は
総
合
体
育
館

〇
会
員
以
外
の
方
が
参
加
す
る
場
合
は
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
☎
33
─
３
１
６
０

　令和９年１月10日㈰に二十歳の門出を祝う「二十歳のつどい」を
開催します。
　町では、主催者の一員として、企画・運営などに携わる実行委員
を募集します。
　一生に一度の記念すべき二十歳のつどいを自分たちの手でつくり
上げてみませんか？
〇応募資格

平成18年４月２日から平成19年４月１日までに生まれた方で、
二十歳のつどいの企画・運営に積極的に参加したい人

〇活動期間
令和８年８月から令和９年１月まで　※月１回程度（予定）

〇申込期間
　令和８年7月３日㈮まで 
〇申込方法

オンライン申請、または電話で申し込みください。

■お問い合わせ・お申し込み
　生涯学習課　生涯学習係（町文化センター内）
　☎33－0111

令和９年 二
は た ち

十歳のつどい実行委員を募集します

▲令和８年実行委員の皆さん

▲打ち合わせはオンラインも可▲オンライン申請
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掲載した写真は差し上げます。
身近な情報がありましたら企画観光課までお知らせください！

企画観光課　企画調整係　☎33-2112 Photos

Let’s たなちゃん人づくり激励金　～頑張る皆さんを応援します～

▲滝深　心望さん

▲坂本　翔哉さん

▲神永　明典さん（右から２番目）
　寺島　颯汰さん（左から２番目）
　須藤　龍聖さん（左から１番目）

▲岡部　汰洋さん

〇2026PＧＭ世界ジュニアゴルフ選手権　日本代表選抜大会東日本決勝大会
　　滝

たきふか
深　心

ここ
望
み
さん（修明高等学校２年）

〇2026年度（第19回）全国小学生ゴルフ大会
　　岡

おか
部
べ
　汰

たいよう
洋さん（棚倉小学校６年）

〇第49回（一財）日本リトルシニア中学硬式野球協会東北連盟　春季東北大会
　　坂

さかもと
本　翔

しょう
哉
や
さん（棚倉中学校３年）、神

かみなが
永　明

あきのり
典さん（同校２年）、寺

てらしま
島　颯

そう
汰
た
さん（同校２年）、

　　須
す
藤
とう
　龍

りゅう
聖
せい
さん（同校１年）

各大会に出場した皆さんに激励金を交付しました。今後も皆さんのご活躍を応援しています。

2319
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～ 守ろう　わが町　未来のために ～
棚倉町消防団水勢競技

▲優勝した第３分団の皆さん

　棚倉町役場南側駐車場で、棚倉町消防団水勢競技が行われ、団員291人、車両
26台が出動しました。消火活動の迅速・正確・安全を目的とした競技では、各
分団が放水により標的を落とすまでのタイムを競い、日頃の訓練の成果を発揮し
ました。水勢競技の結果は次の通りです。

まちの話題

優　勝 第３分団 準優勝 第２分団 ３　位 第５分団

5
17 日

月

広報広報
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　こんにちは！地域おこし協力隊の清水です。
　4月26日㈰に、町立図書館会議室において「小さな読書会」
を開催しました。本について好きに語り合う読書イベントで、
各自持ち寄った本を紹介し合ったり、好きな本やおすすめの本、
過去の読書体験などを語り合いました。
　準備から運営まで初めて自分で行ったイベントでしたが、当
日は３名の方にご参加いただきました。準備したお菓子と台湾
烏龍茶を楽しみながら、普段はなかなかできない本の話をして、
とても楽しい時間を過ごすことが出来ました。ご参加いただい
た皆さま、本当にありがとうございました。
　当日の様子を写真で皆さまにもご紹介したいところなのです
が、恥ずかしながら、初めてのイベント運営で慌ててしまい、
写真を撮るのを忘れてしまいました……。次回イベントを行う
際は絶対に忘れないようにしつつ、今回はご参加いただいた皆
さまだけの特権ということで。
　このほか、町立図書館では毎月児童向けのイベント「図書館はたのしんジャー」を開催してい
ます。読み聞かせ会や星空観察会などを行っており、6月14日㈰には「むかし話」を楽しむ会を実
施します。気になった方はぜひご参加ください！

まちの話題

　町選挙管理委員会は、第27回参議院議員通常
選挙における投票率向上などの功績が認められ、
福島県選挙管理委員会委員長表彰を受賞しました。
　積極的な啓発活動を通じて、若年層を含めた投
票率向上や、町民の投票参加促進と棄権防止への
活動が高く評価されました。
　同表彰の受賞は、平成24年の衆議院議員総選
挙以来となります。

まちをきれいに 一票を支えた活動が評価され表彰

　喫煙マナーの啓発を目的に、棚倉たばこ組合
による環境美化活動が行われました。
　この日は各販売店から10名が参加し、鉄バサ
ミとごみ袋を手に、役場および城跡周辺のごみ
拾いを行いました。
　参加者は、小さなごみも見逃さず、丁寧に作
業を進めました。

4
28 日

月4
15 日

月

広報広報
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地域おこし協力隊活動記地域おこし協力隊活動記
清
水
　
裕
也
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棚倉城築城400年記念
アフターイベント

PHOTO：芳賀元昌

この記事は八溝山周辺地域
定住自立圏の連携事業です
　平成26年1月、栃木県（大
田原市・那須塩原市・那須
町・那珂川町）・福島県（棚
倉町・矢祭町・塙町）・茨城
県（大子町）の2市6町によ
る『八溝山周辺地域定住自立
圏』が形成されました。圏域
の地域活性化につなげる取り
組みの一環として、圏域市町
のPR情報をお届けします。

歴史講演会
講　師：シリーズ藩物語「棚倉藩」著者
　　　　遠藤 由紀子先生（予定）
場　所：棚倉町立図書館

上がる城 城
じょう

熱
ねつ

 棚倉城フェスタ
場　所：棚倉城跡 棚倉町のシンボルキャラクター

「たなちゃん」

10/24
㈯

10/31
㈯

▲ホームページ

　お問い合わせ
棚倉町役場　企画観光課　歴史観光係　☎ 0247-33-2112

築城 400年
記念イベント

棚倉城跡
（亀ヶ城公園）



　久しぶりに訪問した運動会では、競技に全力で挑む子どもたちの姿がとても輝いており、会場全体が一体となって盛り上
がっている様子が印象的でした。子どもたちをサポートする先生方や保護者の方の熱意にも深く感銘を受けました。
　翌日に行われた消防団水勢競技では、地域を守るために日頃から積み重ねている訓練の成果が随所に発揮されており、地
域の支え合いと絆の大切さを改めて実感する２日間となりました。（鈴木）

編集後記

おくやみ（４月中の届け出）

亡くなった方 年齢 住   所 亡くなった方 年齢 住   所 亡くなった方 年齢 住   所
大椙　ふみ 97 古 町 渡 　文男 89 舘 ケ 丘 池澤サイ子 93 観 音 向
緑川　勝子 92 山 際 木　政市 74 日 向 前 戸部　ミチ 93 寺 山
関　　米子 85 関 口 佐藤　一次 81 逆 川 嶋田　和夫 87 関 口

長田　初枝さん
（　堤　）

昭和13年５月３日生

高橋　仁一さん
（塚　原）

昭和13年５月31日生

小泉　光弘さん
（北山本）

昭和13年５月10日生

緑川キミヨさん
（舘ヶ丘）

昭和13年５月15日生

後藤　サクさん
（寺　山）

昭和13年５月４日生

下重　　榮さん
（水白田）

昭和13年５月17日生

人の動き 令和８年５月１日現在

人口　12,352人（－28人）　世帯数　5,085世帯（±０世帯）　男性　6,135人（－14人）　女性　6,217人（－14人）

おめでた（４月中の届け出）掲載希望がありませんでした。

米寿を迎えました
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２月の健診でむし歯がなかった皆さんです。４月号、５月号、６月号の３回で紹介します。

たなぐらスナップたなぐらスナップ

編
集
•発
行
／
棚
倉
町
役
場
企
画
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～社川小学校 田植え～

　５月８日㈮、社川小学校の4・5年生は学校田で田植えを実施しました。児童たちは足を取られて
転びそうになりながらも、一本一本丁寧にコシヒカリの苗を植えていました。自分たちで植えた稲が
黄金色に実るのが楽しみですね。
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〒963－6192
福島県東白川郡棚倉町大字棚倉字中居野33番地
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33－
3715
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●３歳児の健康診査で、むし歯が
　ありませんでした。

むむ しし 歯歯 のの なな いい 子子

歌に合わせて歯みがき
するのが大好きです！

あいかわ　ひなぎ ちゃん
毎日はみがき頑張っ
ています！

すずき　ゆうご くん
毎日、歯みがき頑
張ってます!!

すずき　がい くん

よく磨けました！
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